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有機溶剤をセラミックハニカムカーボンに吸着させ、窒

素ガスを用いて脱着させる有機溶剤回収システム。

回収された有機溶剤の水分率は極めて低く純度が高いた

め、再利用が可能。有機溶剤をセラミックハニカムカーボ

ンから脱着させる際に空気中から分離生成した窒素を使用

するため、排水処理を必要としないのが最大の特徴。セラ

ミックハニカムカーボンは吸着表面積が大きいためガス吸

着効率がよく、吸着ガス風量の圧力損失が少ない。有機溶

剤の吸着・脱着などに用いることで、設備のコンパクト化、

ランニングコストの大幅な低減が図れる。

すでに洗浄や薬品製造において納入実績があり、今後、

印刷業界などへの展開も期待できる。有機溶剤の吸着部分

であるセラミックハニカムカーボンの寿命の長さと回収さ

れた有機溶剤の水分量の低さに特徴があり、有機溶剤の再

利用を必要とする市場の広がりが期待できる。
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［優　秀　賞］ セラミックハニカムカーボンを使用した有機溶剤回収システム

コイル材を使用して直径0.2mm、長さ８mmと最小クラスの微細・複雑

形状の実用金属部品を連続・閉塞鍛造する技術。今まで切削などに頼って

いた微細軸部品などのプレス化を実現し、低コストで品質の安定した部品

供給を可能にした。リニアモーターと超磁歪素子を組み合わせたハイブリ

ッドプレス機構を開発、低慣性プレス機構による高精度下死点制御と運動

制御を実現し、デジタル位置制御技術による微細加工物の高精度搬送､空

気量をパルス的に制御した超希薄ミストの潤滑、電気－機械複合金型加工

機を開発し、微細・精密な超硬合金金型製作を実現するなど、精密微細鍛

造に必要な条件をクリアすることで達成した。

これまで困難であった0.01mm３オーダーの部品のプレス加工を実現し

たほか、製作コストが切削加工の１／10に低減できる。微細基板検査プロ

ーブなどの微細金属部品への展開などが見込まれる。
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